
                                       

 
 

 

 
 

障害支援者リレー研修をバージョンアップしました! 
 

●障害支援者リレー研修って 
「研修に行きたくても、職場の体制でなかなか参加が難しい。」 

人材不足の中、こんな切実な声が多く聞かれました。 

それなら、それぞれの職場を会場に、出前型の研修を行えば参加しやすいのではと、 

令和 3 年度に「あすなろ作業所」を皮切りに始めたのが、障害支援者リレー研修です。 
 

「難しい制度を楽しく学べるようクイズ形式にしよう。」 

「パッケージ化した資料があれば、開催施設の職員が 

講師となり、自分の施設に合わせてアレンジできる。」 

「体験できるよう、次に実施する施設を招待しよう。」 

「リレー形式でバトンタッチして、交流しながら学ぶ研修にしては。」 

「区の職員も、施設の現場を知らない人が多いから、参加したい。」 

民間施設、区の職員のアイデアで、リレーしながら研修内容を工夫しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●令和 6 年度に研修をバージョンアップ 

令和 6 年度からは、区内を荻窪・高円寺・高井戸の 3 エリアに分け、エリアごとに年 2 回、区役所など職員

に加え、すまいるや区立の生活園など、地域の関係者なども招待し、バージョンアップして実施することとしました。 

次は、あなたの施設で実施するかもしれません。障害種別も関係なく、地域の中で交流しながら学びましょう。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

９月 5 日
に実施 

8 月 30 日
に実施予定
であったが、
台風で延期 

９月17 日
に実施 

                    

                    

                 
杉並の人と支援を継組(つなぐ)事業者情報誌 

公民及び事業者が連携して地域の支援力を高め
るための情報誌。奇数月下旬に発行予定。 
 

令和 6 年 9 月 30 日発行  

杉並区障害者生活支援課事業者支援係 

☎03-3312-2111 内線 2228・2229 

FAX03-5307-0772 

 つ ぐ み Vol.3 

Ａ施設での職員研修 

済美職業実習所でのリレー研修の様子 

Ｂ施設での職員研修 

リレー 
講師 Ａ施設職員参加  

参加 Ａ施設職員(全員) 

  Ｂ施設職員(講師予定者等) 

    区施設職員等 

パッケージ化した区の研

修資料を開催施設がア

レンジして研修を実施。

次回開催施設を招待し

交流しながら学ぶ。 

講師 B 施設職員 

参加 B 施設職員(全員) 

  次回施設職員(講師予定者等) 

    区施設職員等 

障害支援者リレー研修イメージ図 

 

済美職業実習所でのリレー研修の様子 
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令和 6 年度 エリアごとにまずは 1 回目 



 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

管理者層に引き続き、福祉現場で調

整役を担うことの多い中堅者層(5 年以

上)を対象に、杉並区役所で研修を実

施しました。 

講師は、ファシリテーターの実績が年間

100 回以上ある合同会社 Active 

Learners 共同代表米元洋次氏です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度新規に開始した、公民職員が一緒に支援を考え

るケーススタディ研修。第 1 弾は、すぎのき生活園で開催しま

した。すぎのき生活園職員 34 名、すぎのき生活園以外の施

設職員 17 名が、8 グループに分かれて実施しました。 
 

事例は、自閉症スペクトラム症を伴う知的障害者の支援

で、すぎのき生活園の進行による動画と写真を交えた情報共

有、支援に関するグループワークを実施。その後、(株)サンラ

イズから、情報収集・分析・問題解決に向けた手法のアドバ

イスを受け、改めてグループワークを行いました。最後に(株)パ

パゲーノが、当日のケーススタディの内容を AI で記録・分析

発表まで、その場でデータベース化を実演しました。 
 

 なお、当日のケーススタディのデータは、今後の研修のデー

タを集積しやすいよう、項目を整理して再度分析し直し、事

例記録としてまとめました。研修の参加者にはこれから配布し

ます。また、誰もが事例記録を見られるような方法を検討し、

改めてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者(児)施設で、公民職員が共に学ぶ研修を実施しました 

7 月 29 日にケーススタディ研修を開催しました 

事例提供 すぎのき生活園 
今後の研修の予定 
 

■事例提供 あけぼの作業所 

 日時:10 月 30 日(水) 

     15:30~17:30 

会場:あけぼの作業所 

テーマ:「65 歳を迎える利用 

者の今後の支援について」  

 

■事例提供 杉並区下井草カラフルホーム 

日時:12 月 16 日(月) 16:00~18:00 

場所:杉並保健所 地下講堂 

テーマ:拘束のいらない生活の実現に向けて 

※別途募集案内いたします 

※研修に参加していない方で、事例記録の送付を希望する方
は、障害者生活支援課事業者支援係までご連絡ください。 

 

 

 

 
9 月 27 日にステップアップ研修・中堅者層を開催しました 

テーマは、障害福祉現場のチームリーダーとして学ぼう！ 

ファシリテーションスキル 

 

▲10/16 まで
こちらから申込 
 

 

事例を募集中!! 
 

「どう支援しようか悩んでいる。」 
「こんな支援をしたら、うまくいった。」 
など、あなたの職場で、他施設の職
員と一緒に検討したい事例ありまし
たら、事業者支援係にぜひ、お知ら
せくたせさぃ。お待ちしています。 
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テーマは「話し合いの場づくりのカンドコロ～事前準備と当日の振る舞い方～。 

「今後の会議・話し合いの場でやってみたいことが 1 つ以上思い浮かんでいること」を研修のゴールとし、誰もが

参加しやすい場づくりを、5～６人１グループ、全 6 グループで実践しながら学びました。ファシリテーションスキル

は、進行役だけでなく、聴き方、質問のしかたなど話し合い参加者だれもが必要なスキルで、実践して身に着け

ることが大事とのこと。そこで、今回の研修参加者で希望する方に、4 ページの掲示板記載の、若手職員対象

の研修でファシリテーターとして参加いただく予定です。 

 

 

 

 

 



 

 

 

なかなか他の事業者の皆さんと集う機会の少ない移動支援事業ですが、共通の課題でもあります障害者の「余

暇活動の場」を広げることを目的に、ワークショップを開催します。事業者の皆さんが欲しい情報が集まるよう、アイ

デアを集いながら、当日の企画をしていきます。多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

移動支援事業者対象のワークショップを開催します 

 

余暇支援情報を一緒にアップデートしよう 
 
 区では、障害者の余暇を支援するために、区内の「ふらっと立ち寄れるスペース」や「誰でも参加できるプログ

ラム」などの情報が掲載された余暇支援 BOOK「よかしる」を、令和 6 年 3 月に発行しました。その情報は、

令和 7 年 1 月構築予定の障害福祉サービス事業者等の検索システムに搭載予定です。 

そこで、情報をさらに集め、利用しやすいものにするために、「ここで、こんなことができた」など、あなたの知って

いる情報を出し合って、移動支援事業者も利用しやすい「よかしる」となるよう一緒にアップデートしませんか。 

    

日 時  令和 6 年 12 月 18 日(水) 10:00～12:00 

場 所  杉並保健所 4 階運動室(荻窪 5-20-1) 

対 象  移動支援事業者の職員・ヘルパー 

参加費  無料 

申 込  令和 6 年 12 月 4 日まで 

申し込みは、二次元コードまたは下記 URL 

からフォームに必要事項を入力してください。 

https://logoform.jp/form/Y4gR/749013 

問合せ先  杉並区保健福祉部障害者生活支援課事業者支援係 

         ※余暇支援 BOOK「よかしる」の担当は、杉並区保健福祉部障害者施策課事業推進係 

 

「よかしる」で情報を共有・発信し、障害のある方が多く利用することで、さらに施設等がより利用しや
すくなるよう、事業者も区もみんなで働きかけ、誰もが住みやすいまちを目指しましょう! 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

区では、令和 2 年度に移動支援事業を大幅に見直しましたが、その見直しの検

証を踏まえ、新たな見直しを今後検討していきます。 

つきましては、移動支援事業者の皆様に、見直し後の実態などを把握するため、

アンケートを実施する予定です。 

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

テーマ 
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令和 7 年 1 月開設予定の福祉サービス事業者等検索システム 

 

 

 

障害福祉サービス等検索システムに関するアンケートへのご協力ありがとうございました。100 近い事業者の皆

さまからご回答いただくとともに、事業者の集まる場で意見聴取の時間をいただいたり、個別のヒアリングにご協力い

ただいたり、今後のシステム開設に向け貴重なご意見が伺えました。 

いただいたご意見を踏まえ、サービス業種ごとに検索に必要な掲載項目を整

理するとともに、変動の多い情報は掲載しないなど、現在調整しています。 

その掲載項目を確定し、11 月初めに事業者の皆様への一斉調査を行い

ます。令和 7 年 1 月の開設時に掲載される情報となりますので、ご協力くださ

いますよう、お願いします。 

 

<事業者情報の一斉調査>  

   ■対象サービス 障害福祉サービス/計画相談/障害児通所支援 

地域生活支援事業 など 

   ■調査方法   郵送による調査票の配布。 

回答は、システム導入等業務委託している事業所に FAX で返信 

※運営法人あてに、提供しているサービスごとの調査票を郵送します。 
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●令和 6 年度の杉並区障害者週間は、 

11 月 25 日(月)～12 月 1 日(日)です。 

 

▶ふれあいフェスタ 12 月 1 日(日) 10:00~15:00 セシオン杉並  

▶ふれあい美術展 11 月 29 日(金)～12 月１日(日） 

10:00~16:00（1 日は 15:00 まで）セシオン杉並 展示室 

▶障害者団体・施設パネル展 11 月 25 日(月)～11 月 29 日(金)  

   8:30~17:00 区役所 2 階区民ギャラリー29 日は 15:00 まで） 

 

 

 

 

 

 

●12 月上旬に、障害者虐待防止研修を開催する予定です。内容・申込方法などの詳細については、改めて事

業者あてにメール等で連絡します。 (障害者施策課基幹相談支援係) 

 

●11 月 29 日（金）16:00~18:00 杉並保健所 4 階運動室で、障害者(児)施設若手職員 

（5 年未満）を対象に、「障害福祉の仕事、あれこれ語ろう」として、受講者同士が仕事へ 

の想いなど共有するとともに、先輩職員とも話せるワークショップを開催します。申込は、11 月 15 日 

までに、右の申込フォームに入力してください。(障害者生活支援課事業者支援係) 

 

 

事業者情報の一斉調査を 11 月から行います 

「どのような情報を記載すればよ
いのか、具体的な例示があると
いい。」、との声を多数いただき
ました。 
 
そこで調査票には、サービスご
とに異なる例示を記載してい
ますので、ぜひ参考にしてくだ
さい。 


